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No.29 〈８月〉
２６日　十勝町村議会議長研修会
２７日　全員協議会、総務文教常任委員会、議会運
　　　　営委員会
３１日　西十勝４町町長・議長行政懇談会

〈９月〉
　２日　定例会、議会運営委員会、基地対策特別委
　　　　員会、産業厚生常任委員会
　７日　広報特別委員会、広報特別委員会モニター
　　　　会議
　９日　一般質問、議会運営委員会、全員協議会、
　　　　総務文教常任委員会　
１２日　決算審査特別委員会
１６日　決算審査特別委員会、総務文教常任委員会、
　　　　産業厚生常任委員会
１７日　議会運営委員会
２２日　定例会最終日

〈１０月〉
　１日　西部十勝４町議会正副議長会議
　４日　総務文教常任委員会・鹿追高校進路担当教
　　　　諭懇談会
　５日～７日　町村監査委員会全国研修会
　７日　産業厚生常任委員会
　８日　広報特別委員会
１２日　全員協議会、議会運営委員会、地域主権　
　　　　フォーラム in 十勝
１４日　広報特別委員会
１５日　総務大臣・農村振興局長表彰受賞祝賀会

２２日　議会運営委員会、産業厚生常任委員会、全
　　　　員協議会
２６日　臨時議会

〈１１月〉
　１日　総務文教常任委員、教育委員会、小中高学
　　　　校長との懇談会・懇親会
  ２日　全国市議会議長会基地協議会北海道部会定
　　　　期総会
　5日　議会運営委員会
　8日　議会運営委員会
１２日　産業厚生常任委員会、総務文教常任委員会、
　　　　全員協議会
１４日　東京鹿追会総会
１６日　全員協議会、広報特別委員会、十勝町村議
　　　　会議長会懇談会
１７日　町村議会議長全国大会及び懇談会
１９日　臨時議会　　
２５日　産業厚生常任委員会　　　

議　会　活　動

議会広報特別委員会

委員長　　川染　洋

副委員長　山岸　宏

委員　　　安藤　幹夫

委員　　　狩野　正雄

委員　　　飯沼　新吾

　

案
内
看
板
の
調
査
、
そ
の
後

　

道
東
自
動
車
道
全
線
開
通
に
向
け
道
路
案
内

看
板
の
調
査
を
行
い
、
看
板
設
置
促
進
に
つ
い

て
関
係
機
関
と
協
議
す
る
こ
と
を
議
会
で
決
議

し
ま
し
た
。

　

10
月
28
日
（
木
）
十
勝
総
合
振
興
局
建
設
管

理
部
、
11
月
４
日
（
木
）
北
海
道
開
発
局
帯
広

開
発
建
設
部
に
堀
川
議
長
と
伴
に
訪
れ
、
調
査

結
果
の
報
告
と
道
路
案
内
看
板
に
つ
い
て
の
要

望
を
し
ま
し
た
。

　

十
勝
総
合
振
興
局
で
は
木
村
篤
副
局
長
（
建

設
管
理
担
当
）、
宮
下
道
路
課
長
が
対
応
さ
れ
、

「
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道
、
道
道
と

の
ア
ク
セ
ス
が
よ
り
判
り
や
す
い
案
内
表
示
に

す
る
べ
く
、国
道
管
理
者
と
検
討
を
進
め
ま
す
」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
道
看
板
に
つ
い
て
も
、
管
理
す
る
帯
広
開

発
建
設
部
道
路
計
画
課
に
お
い
て
要
望
し
ま
し

た
。

ミニ版
議会だより議会だより

　

ま
た
、
本
町
の
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
を

小
貫
課
長
が
視
察
さ
れ
て
お
り
、「
家
畜

排
泄
物
が
適
正
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
で
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
や
地
球
環
境
保
全
、
未
来

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
る
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

制
度
設
計
の
説
明
で
は
「
経
済
産
業
省

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た

電
気
を
電
力
会
社
が
全
量
買
取
り
、
そ
の

費
用
を
電
気
料
金
に
上
乗
せ
す
る
制
度
で

す
。
買
取
り
価
格
を
15
〜
20
円
／
kwh
程
度

と
し
て
い
る
が
、
受
益
者
や
産
業
界
の
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
法
制
化
を
す
す
め
て

い
ま
す
」。

　

鹿
追
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
実

現
に
向
け
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
が
、
町
の
将
来
に
と
っ
て
重
要

と
考
え
、
委
員
会
と
し
て
も
視
察
や
研
修

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
を
報
告
し
ま
す
。

しか
おい

　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
８
月
25
日

経
済
産
業
省
北
海
道
局
（
札
幌
市
）
に
お

い
て
﹇
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
買

取
り
制
度
﹈に
つ
い
て
研
修
を
し
ま
し
た
。

　

※
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
太

　

陽
光
、
風
力
、
小
水
力
、
地
熱
、
バ

　

イ
オ
マ
ス
な
ど
に
よ
り
発
電
し
た
エ

　

ネ
ル
ギ
ー
を
言
い
ま
す
。

　　

こ
の
制
度
推
進
策
の
意
義
に
つ
い
て
小

貫
秀
治
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課
長
は
次
の
よ

う
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

１
．
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
出
な
い
（
地
球
温

　
　

暖
化
対
策
）

２
．
輸
入
に
依
存
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

３
．
環
境
関
連
産
業
育
成
に
よ
る
新
た
な

　
　

雇
用
の
創
出

４
．
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果 産

業
厚
生
常
任
委
員
会

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
な
可
能
性
。 狩野正雄

建設中のバイオガスプラントの研修棟

総務大臣・農村振興局長表彰受賞祝賀会



魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り

　

本
委
員
会
で
は
、
作
年
度
に
引
き
続
き

「
鹿
追
高
等
学
校
進
路
指
導
担
当
教
諭
」

と
の
懇
談
会
を
10
月
４
日
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
は
鹿
追
高
校
の
学
校
長
、
教
頭

及
び
３
教
諭
に
参
加
い
た
だ
き
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
次
の
二
つ
の
テ
ー
マ
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

①
進
路
指
導
の
取
り
組
み
状
況

　

進
路
指
導
で
は
「
や
る
気
あ
る
生
徒
」

の
更
な
る
学
力
向
上
を
は
か
る
目
的
で
、

先
生
自
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
放
課

後
の
生
徒
指
導
「
鹿
ゼ
ミ
」
を
実
施
し
、

一
定
の
成
果
を
得
て
い
る
事
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
結
果
と
し
て
、
平
成
20
年
度

の
大
学
進
学
の
実
績
を
上
回
る
国
公
立
大

学
へ
の
志
望
校
へ
の
進
学
者
が
９
名
と
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

②
学
校
運
営
と
そ
の
課
題

　

鹿
追
高
校
の
み
な
ら
ず
、
地
方
の
高
校

に
は
常
に
学
校
の
存
続
問
題
が
つ
き
ま
と

い
ま
す
。
長
中
期
的
に
み
て
、
将
来
に
向

け
て
学
校
経
営
の
安
定
化
を
図
る
方
策
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

本
校
の
灯
を
消
さ
な
い
た
め
に
は
「
学

校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
」
が
一
体
と
な
り
、

更
に
今
ま
で
ど
お
り
の
行
政
支
援
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

議
会
に
お
い
て
も
、道
教
委
に
対
し
て
、

今
期
２
度
目
と
な
る
高
校
の
適
正
配
置
、

教
員
定
数
の
適
正
化
な
ど
の
協
力
要
請
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
々
の
地
道
な
活
動
が
、
鹿
追
高
校
を

魅
力
あ
る
高
校
へ
と
高
め
、
存
続
さ
せ
る

唯
一
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

   

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
！

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

議
会
で
は
、
議
会
広
報
紙
の
発
行
に
あ

た
っ
て
全
国
で
も
珍
し
い
「
議
会
広
報
モ

ニ
タ
ー
制
度
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
議
会
広
報
に
関
し
て
広

く
町
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
と
ご
要
望
を

お
聞
き
し
、
よ
り
身
近
に
議
会
広
報
紙
を

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
具
体
的
な
編
集

方
法
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
写
真
構
成
な
ど
に

い
た
る
ま
で
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

　

平
成
17
年
９
月
１
日
か
ら
設
置
し
、
今

ま
で
も
「
字
体
を
大
き
く
」。「
行
間
を
開

け
て
、
字
を
目
で
追
い
や
す
く
」。「
目
次

を
無
く
し
て
し
ま
っ
た
ら
」。「
無
意
識
に

使
っ
て
い
る
議
会
用
語
を
、
わ
か
り
や
す

い
言
葉
に
直
し
て
は
」
等
々
の
数
々
の
ご

意
見
を
頂
い
て
、
広
報
紙
づ
く
り
に
活
か

し
て
来
ま
し
た
。
そ
の
か
い
も
あ
っ
て
、

第
30
回
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
「
入
選
」
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
に
は
、
第
５
期
（
任
期
は
１

年
）
の
第
一
回
目
の
モ
ニ
タ
ー
会
議
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

前
々
号
か
ら
議
員
の
似
顔
絵
や
「
つ
ぶ

や
き
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
よ
り
親
し

　

議会広報モニター委員

あなたの所属する町内会や職場等で、町民の皆さんと議員が町政全般にわたり懇談
や意見交換をする場を積極的に持ちます。

皆さんの声をもっと聞きたい。 お
詫
び
と
訂
正

し
か
お
い
議
会
だ
よ
り　
　
　
　

　

第
１
０
８
号

　

４
頁

　

補
正
予
算
の
子
宮
頸
が
ん
接
種
費
用

﹁
８
千
７
百
万
円
﹂
は
﹁
８
百
70
万
円
﹂

に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

「
２
千
８
百
万
円
」
は
「
２
百
80
万
円
」

に
、
又
墓
地
の
整
理
に
係
る
移
転
費

用
と
し
て
「
１
千
３
百
万
円
」
と
あ

る
の
は
「
１
百
30
万
円
」
の
誤
り
で

し
た
。

　

お
詫
び
す
る
と
と
も
に
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　

み
や
す
い
紙
面
作
り
を
心
が
け
て
来
ま
し

た
が
、「
全
体
に
、
す
っ
き
り
と
見
や
す

く
な
っ
た
」。「
委
員
会
・
議
員
の
意
見
を

の
せ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、

更
に
「
小
学
校
の
社
会
科
の
授
業
に
使
え

る
位
の
子
ど
も
に
も
関
心
の
高
い
物
に
」

と
い
っ
た
声
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
超
え
る

べ
き
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の
と
感
じ
て
い

ま
す
。

    

第
５
期
の
現
在
の
モ
ニ
タ
ー
委
員
さ

ん
は
、
写
真
左
上
か
ら

　

秋
田　

芳
通
さ
ん

　

鳴
海　

直
行
さ
ん

　

馬
場　

新
一
さ
ん

　

左
下
か
ら

　

緑
川　

孝
子
さ
ん

　

遠
藤　

早
智
子
さ
ん

　

坂
本　

美
智
子
さ
ん

　

田
畑　

貴
章
さ
ん
（
田
畑
さ
ん
は
欠
席

　

に
よ
り
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
）　　

　

こ
の
場
を
か
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
に
も
好
評
だ
っ
た
前
号

掲
載
し
た
議
員
の
似
顔
絵
。
前
回
は
顔
の

一
部
だ
け
の
掲
載
で
し
た
が
、
下
の
議
会

告
知
で
顔
を
全
部
出
し
て
み
ま
し
た
。

　

誰
だ
か
わ
か
り
ま
す
か
？

私たちを呼んで下さい。
※　町議会議員、又は町議会事務局　☎ 66・4039 までご連絡下さい。

議会広報モニター会議

鹿追高等学校


